
鉄道政策における鉄道駅総合改善事業の役割

被災した鉄道路線の復旧に向けた取り組み

災害への対応体制の強化等のための鉄道の老朽化対策、
耐震対策

鉄道ネットワーク・サービスの充実・強化

大規模災害への備えの必要性

我が国の国際競争力の強化の
必要性

近年の我が国における
経済社会環境の変化

今後の鉄道政策の方向性

復興・防災対策の推進

まちづくりと一体
的に行う鉄道駅
の総合的な改善

鉄
道
駅
総
合
改
善
事
業

鉄道駅は、交通の結節拠点としての機能を有しているのみならず、周辺の施設と一体となって街のにぎわいを形成し、
地域の活性化を図る上で極めて重要な役割を担うことが期待されている。
鉄道駅総合改善事業は、都市側の事業と一体的に行う鉄道駅の総合的な改善について補助を行い、駅機能の向上
を図る事業であり、都市における国際競争力の強化や低炭素型社会の構築のための都市鉄道ネットワークの高度化、
あらゆる利用者の利便性や安全性向上のためのバリアフリー化の推進といった政策目的に資する事業である。

幹線鉄道

都市鉄道

地域鉄道

都市における国際競争力の強化、低炭素型社会の構
築等に資する都市鉄道ネットワークの高度化

国土の骨格を形成し、地域ブロック間・ブロック内交流
の促進等をもたらす幹線鉄道ネットワークの充実

地域の生活の足を確保するとともに、地域のまちづくり
や観光振興に寄与する地域鉄道の活性化・再生

鉄道ネットワーク・サービスの充実・強化

駅機能の高度化、
利便性向上

安全・安心への意識の高まり

本格的な人口減少、少子高齢
化の進展

地球環境問題の深刻化

必要性

疲弊する地方の活性化の必要
性

バリアフリー化

あらゆる利用者の利便性や安全性向上のためのバリ
アフリー化の推進

生活支援機能
の集積による駅
空間の高度化

鉄
道
駅
総
合
改
善
事
業

駅改良による
安全性向上、
バリアフリー化
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鉄道駅総合改善事業の効果

自由通路の設置、広場整備と橋上駅舎化、ホームの拡幅等を一体的に実施することにより、円滑な歩行者動線の
確保、バリアフリー化、鉄道で分断された市街地の一体化、周辺交通の円滑化等、鉄道利用者及び地域住民の安全
性や利便性の向上を図る。

ボトルネック踏切 ボトルネック踏切 エレベーターの新設
駅舎の橋上化

エスカレーターの新設

整備前 整備後

目 的

整備事例

・ボトルネック踏切を通らない歩行者動線の確保・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・駅舎の橋上化により、駅を挟んだ地域分断の解消（自由通路の整備）
・プラットホームの拡幅による安全性の向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・バリアフリー化による鉄道利用者等の負担軽減・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・駅前広場の整備による道路渋滞の緩和・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

階段のみ

改札口が片側のみ

広場の不足

プラットホーム

プラットホーム

改札口

バス停

プラットホーム

プラットホーム

改札口

自
由
通
路

バス停

エスカレーターの新設

広場整備 プラットホームの拡幅

青文字：鉄道駅総合改善事業

２

整備効果



鉄道駅総合改善事業費補助制度創設の背景

○鉄道駅空間の狭隘性、使い勝手の悪
さ、安全面からの制約

都市の交通サービスについては、利用者利便の一層の向上、高齢者等の円滑な移動の確保、交通渋滞の緩和、安全
性の向上等を図ることが求められており、加えて、地球温暖化等環境問題に対応するための環境負荷の軽減や地域
の振興のための街の活性化や街づくりという観点からの取り組みも重要となっている。特に将来の高齢化・少子化社会
の到来、近年の住宅の外延化等に伴う乗継ぎ移動の増加等を背景とした、乗継ぎの利便性の向上を中心とした交通
の質の充実が求められている。

こうした中、都市部において鉄道事業展開の拠点、交通モードの結節点及び地域の玄関口として重要な役割を担っ
ている鉄道駅については、主に、以下に示す課題を抱えており、上記の要請に適切に対応できているとは言い難い。

背 景

課 題

○他の鉄道、バス等との結節機
能の円滑化の必要性

○周辺の都市公共施設との一体的整
備の必要性

駅の改良に至る動機は、これらの課題が融合されているケースが多く、このような鉄道駅を中心とした都市交通問題
の解決を図るため、地方公共団体の取組みと連携しながら、鉄道事業展開の拠点、交通モードの結節点及び地域の
玄関口として重要な役割を担っている鉄道駅について、周辺の都市機能と一体となってその機能の拡充・向上を図り、
バス等他交通機関との連携にも配慮しつつ、総合的な都市交通サービスの改善を推進するため創設されたものであ
る。

さ、安全面からの制約

（ホーム・コンコース等のスペースの狭さ）

（依然多い段差、ＥＳ・ＥＶ設置の制約、動線の
迂回等）

（ホーム・階段幅の不足による混雑時の滞留）

能の円滑化の必要性

（他の交通モードとの乗換に極力抵
抗がない駅構造にするとともに、必
要に応じて乗換の円滑化を支援する
施設（駅前広場等）と一定的に整備）

備の必要性

（近年、周辺再開発等の面的整備、駅前広
場整備、自由通路等の公共施設との同時
整備等により駅周辺の都市機能の向上を
図ろうとする動きが多く、これらと整合性の
とれた駅整備が必要）
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事業概要

鉄道駅総合改善事業

①総合改善事業

鉄道利用者の安全性や利便性の向上を図るために、市街地再開発事業、土地区画整理事業、自由通路の整備等都市側の事業と一
体的に鉄道駅のホームやコンコースの拡幅等を行い、駅機能を総合的に改善する。
②連携計画事業

人にやさしく活力ある都市の実現をめざし、既存の鉄道駅の改良と一体となって、地域のニーズにあった保育施設等の生活支援機能人にやさしく活力ある都市の実現をめざし、既存の鉄道駅の改良と 体となって、地域の ズにあった保育施設等の生活支援機能
を有する鉄道駅空間の高度化（コミュニティ・ステーション化）を図る。

補助スキーム

①総合改善事業 ②連携計画事業（平成11年度補助制度創設） （平成22年度補助事業追加）

補助※

補助※

借入

国 地方自治体 金融機関等

事業主体：第三セクター
（駅の改良整備・保有を業務とする） 補助※

補助※

負担金等

国 地方自治体 鉄道事業者等

法定協議会
(規約等により取得財産を適切に管理)

事務局 市 村

※ 国・地方の支援：〔国〕2/10の補助〔地方〕国と同等以上

貸付

鉄道事業者

現在実施中 事業

※ 国・地方の支援：〔国〕 1/3の補助〔地方〕国と同等以上

・事務局＝市町村
・協議会メンバー＝鉄道事業者等

現在実施中の事業 （単位：百万円）

対象事業 事業主体 事業期間 総事業費

京浜急行電鉄本線
金沢八景駅

横浜新都市交通(株) H25～H28
（事業費） 2,200

（国 費） 440沢 景駅

総合改善

（国 費） 440

阪神電鉄本線
甲子園駅

神戸高速鉄道（株） H23～H28
（事業費） 5,400

（国 費） 1,080

京浜急行電鉄本線
蒲田開発事業(株) H13～H25

（事業費） 11,930

京急蒲田駅
蒲田開発事業(株) H13～H25 

（国 費） 2,386

ＪＲ東日本根岸線
関内駅

連携計画 ＪＲ関内駅北口整備協議会 H23～H28
（事業費） 4,005

（国 費） 1,335
１



【事業概要】

駅周辺の土地区画整理事業や横浜新都市交通の延伸に伴う自由通路整備と併せて 駅舎の橋上化を行うことにより 乗

京浜急行電鉄 金沢八景駅（総合改善事業）

駅周辺の土地区画整理事業や横浜新都市交通の延伸に伴う自由通路整備と併せて、駅舎の橋上化を行うことにより、乗
換動線の整備による旅客流動の円滑化や鉄道利用者の利便性の向上を図る。
【総事業費】

約２２億円〔補助率 １／５〕
【事業期間】

平成２５～２８年度平成２５～２８年度

整備前

金沢シーサイドライン
金沢八景駅

整備後

金沢シーサイドラインの延伸

土地区画整理事業
駅前広場（ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ･
ﾀｸｼｰﾌﾟｰﾙ等）の整備

約２２０ｍ

京浜急行
金沢八景駅

橋上駅舎化、
エレベーター、
エスカレーター整備

自由通路整備

金沢八景駅

至品川 至浦賀

凡例 太文字：鉄道駅総合改善事業

細文字：都市側事業道路整備 公園整備

至品川
至浦賀

○駅舎の橋上化及び金沢シーサイドラインの延伸、自由通路整備による乗継の円滑化
○階段の拡幅等の整備により、朝ラッシュ時におけるホーム上の旅客流動の円滑化、安全性の向上
○駅東西からのアクセス動線の改善、バリアフリー化による利便性向上
○津波等の災害時、駅コンコースを一時滞留スペースとして活用するとともに、防災備蓄品を備え、防災対策を強化

２



【事業概要】

プラットホ ムの拡幅 通路の新設等を 体的に実施することにより 円滑な歩行者動線の確保 バリアフリ 化 周辺交

阪神電気鉄道 甲子園駅（総合改善事業）

プラットホームの拡幅、通路の新設等を一体的に実施することにより、円滑な歩行者動線の確保、バリアフリー化、周辺交
通の円滑化等、鉄道利用者及び地域住民の利便性の向上を図る。
【総事業費】

約５４億円〔補助率 １／５〕
【事業期間】

平成２３～２８年度

駅のバリアフリー化

歩道の拡幅（バリアフリールートの整備）

通路の新設

整備後整備前

平成２３～２８年度

プラットホームの拡幅

駐輪場の整備による
放置自転車の解消

バリアフリールートの整備 広場整備（車寄せ等）バリアフリールートの整備

凡例 太文字：鉄道駅総合改善事業

完成イメージ

凡例 太文字：鉄道駅総合改善事業

細文字：都市側事業
至梅田、大阪難波

至姫路

整

○ホーム及び旅客通路の拡幅、コンコースの拡張等による旅客流動の円滑化、安全性の向上
○エレベーターの新設によるバリアフリー化の達成

主な整備効果

３



【事業概要】
駅周辺の連続立体交差事業と併せて 鉄道により分断されていた駅周辺地域のまちづくりと一体的に駅改良（ホームを２

京浜急行電鉄 京急蒲田駅（総合改善事業）

駅周辺の連続立体交差事業と併せて、鉄道により分断されていた駅周辺地域のまちづくりと 体的に駅改良（ホ ムを２
層高架構造化）を行うことにより、ホームの混雑緩和等駅機能や空港アクセス機能の改善を図る。
【総事業費】

約１１９億円 〔補助率 １／５〕
【事業期間】

平成１３～２５年度

整備後

平成１３ ２５年度

整備前

空港→横浜
空港線

３階ホーム

品川→空港

至羽田空港

平成２４年１０月２１日
供用開始

空港→横浜
空港線

品川→空港

横浜→空港空港→品川

至羽田空港

至横浜至品川 本線下り線
３階ホ ム

横浜→空港
空港線

２階ホーム

空港→品川

至羽田空港

平成２２年５月
供用開始

至横浜至品川

横浜→空港

本線上り線
ホーム

ホーム

空港→品川

本線下り線

至羽田空港 至横浜完成イメージ

２階ホ ム
至横浜至品川 本線上り線

至品川主な整備効果

○当駅付近で単線となっていた空港線が、本事業により複線化され本数が大幅増加し、空港アクセスが強化
参考 ・品川～羽田空港間 〔整備前〕終日６本/時 → 〔整備後〕ラッシュ時９本/時

・横浜～羽田空港間 〔整備前〕日中３本/時 → 〔整備後〕終日６本/時
○連続立体交差化事業との一体的整備により、開かずの踏切や地域分断解消

参考 ・京急蒲田空港線第１踏切（第１京浜踏切）
踏切遮断時間踏切遮断時間

〔整備前〕７．８時間/日
国道１５号線（第１京浜）川崎から品川方面の最大渋滞長

〔整備前〕７８０ｍ
・連続立体交差化事業により除却される踏切 ２８踏切 ４



【事業概要】

関内駅北口における段差解消や改札口の移設等を実施することにより 円滑な歩行者動線の確保やバリアフリー化等 鉄

ＪＲ東日本 関内駅（連携計画事業）

関内駅北口における段差解消や改札口の移設等を実施することにより、円滑な歩行者動線の確保やバリアフリ 化等、鉄
道利用者の利便性向上を図るとともに、これらの総合改善と一体的に地域のニーズにあった生活支援機能を有する空間を
整備することにより、駅機能の高度化を図る。
【総事業費】

約４０億円〔補助率 １／３〕
【事業期間】【事業期間】

平成２３～２８年度

整備後整備前

バリアフリー未対応

旅客滞留 発生

２Ｆ(ホーム階)
EV

エレベーター新設

旅客滞留の解消
２Ｆ(ホーム階)

ホーム

ホーム
旅客滞留の発生

至横浜至大船

改札外コンコース
改札内

コンコース 保育施設 駅前歩行者
広場整備

旅客滞留の解消
ホーム

ホーム

至横浜至大船

EV

段差あり

１Ｆ(コンコース階)

コンコ ス

業務スペース等

凡例 太文字：鉄道駅総合改善事業

保育施設
整備 広場整備

段差解消
１Ｆ(コンコース階)

業務
スペース等

改札内
コンコース

改札外コンコースエスカレーター新設

完成イメージ
凡例 太文字 鉄道駅総合改善事業

細文字：都市側事業

主な整備効果

○階段及び改札口の移設、コンコースの拡張による円滑な旅客動線の確保、混雑緩和
○エレベーターの新設及び周辺道路との段差解消によるバリアフリー化の達成
○保育施設の整備による利用者利便性の向上、待機児童の減少に効果を発揮

５



これまでに実施された鉄道駅総合改善事業の概要

駅名（路線名） 岩屋駅（阪神本線） 春日野道駅（阪神本線） 尾張瀬戸駅（名鉄瀬戸線） 舞子公園駅（山陽電鉄本線） 横浜駅（京急本線） 日暮里駅（京成本線） 下井草駅（西武新宿線）

整備主体 神戸高速鉄道(株) 神戸高速鉄道(株) 尾張瀬戸駅整備(株) 神戸高速鉄道(株) 横浜高速鉄道(株) 日暮里駅整備(株) 下井草駅整備（株）

事業概要

・ホーム新設
・コンコースの拡幅
・エレベーター・エスカレー
ター整備　他

・ホームの新設
・コンコースの拡幅
・改札口の設置
・エレベーター、エスカレー
ター整備
・火災対策設備の整備　他

・ホーム延伸
・駅舎移設　他

・橋上駅舎化
・エレベーター整備　他

・改札口の新設
・下りホームの新設
・自由通路接続通路新設

・駅の高架化・ホーム新設
・コンコースの拡幅
・エレベーター・エスカレーター
整備　他

・橋上駅舎化
・エレベーター・エスカレー
ター整備　他

総事業費 約３２億円 約３４億円 約１２億円 約５億円 約９６億円 約２２４億円 約５億円

事業期間 平成１１～１３年度 平成１１～１８年度 平成１１～１３年度 平成１２～１３年度 平成１３～１９年度 平成１４～２１年度 平成１６～１８年度

駅名（路線名） 東長崎駅（西武池袋線） 三日市町駅（南海高野線） 江古田駅（西武池袋線） 西宮北口駅（阪急神戸線） 野方駅（西武新宿線） 椎名町駅（西武池袋線）

整備主体 東長崎駅整備（株） 三日市町駅整備(株) 江古田駅整備（株） 北大阪急行電鉄(株) 野方駅整備（株） 東長崎駅・椎名町駅整備（株）

事業概要
・橋上駅舎の改良
・エレベーター・エスカレー
ター整備　他

・改札口の新設・移設
・コンコース拡幅
・エレベータ・エスカレータの
整備 他

・橋上駅舎化
・エレベーター・エスカレー
ター整備　他

・駅舎の高架化
神戸線と今津線ホームの一
体化
・改札口新設（２か所）

レベ タ 整備 他

・橋上駅舎化
・エレベーター・エスカレー
ター整備　他

・橋上駅舎化
・エレベーター、エスカレーター
整備　他

整備　他
・エレベーター整備　他

総事業費 約１４億円 約９億円 約１３億円 約１８億円 約９億円 約１３億円

事業期間 平成１６～１９年度 平成１７～１８年度 平成１８～２２年度 平成１９～２２年度 平成１９～２２年度 平成２０～２３年度

駅名（路線名） 京急蒲田駅（京急本線） 甲子園駅（阪神本線） 関内駅（JR東日本根岸線） 金沢八景駅（京急本線）

整備主体 蒲田開発事業(株) 神戸高速鉄道(株) 法定協議会（横浜市） 横浜新都市交通(株)

事業概要
・高架駅の整備（ホーム２層
高架構造化）

・ホームの拡幅
・エレベーター整備
・東西改札口の拡張
・通路新設　他

駅北口の
・コンコースの拡幅
・エレベーター・エスカレー
ター整備
・保育施設の整備　他

・橋上駅舎化
・エレベーター、エスカレー
ター整備　他

総事業費 約１１９億円 約５４億円 約４０億円 約２２億円

事業期間 平成１３～２５年度 平成２３～２８年度 平成２３～２８年度 平成２５～２８年度

６

施工中のもの


